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(1) 動機：我が国は人口減少期を迎えており，限界集

落，公共交通サービス維持など，地域内部の人口

分布が影響を及ぼす問題が顕在化してきている．

中長期的な地域計画に際しては，このような問題を

緩和するために望ましい地域内人口分布へ誘導

することは重要な課題である．しかし，地域内部の

ような小地域での人口推計は不確実性が高く，信

頼性の高い推計値を得ることは困難である．そこで

本研究では，過去に市町村内人口分布が偏在化

および均一化した市町村の市町村タイプ別メッシュ

人口規模別人口変化率を将来に適用することで，

起こる可能性が高いと考えられる市町村内人口分

布シナリオを構築する（但し東京 23 区は区単位）． 
(2) アプローチ：2000 年および 2005 年の国勢調査 3

次メッシュデータ（約 1 ㎞×1 ㎞）を用いて，市町村タ

イプ別（都市圏区分・自治体区分・人口増減・人口

分布変化）・メッシュ人口規模別に性別 5 歳階級別

人口変化率を求める．なお，都市圏区分は「三大

都市圏」と「それ以外」，自治体区分は「市」と「町

村」，人口増減は 5 年間の増減が±3%を閾値として

「増加」・「変化なし」・「減少」，人口分布変化は5 年

間人口分布ジニ係数変化値±0.01 を閾値として「偏

在化」・「変化なし」・「均一化」，メッシュ人口規模は

「200 人未満」，「200 人以上」，「500 人以上」，

「1,000 人以上」，「2,000 人以上」，「5,000 人以上」，

「10,000 人以上」で分類した．2005 年のメッシュ人

口データに，市町村タイプ別メッシュ人口規模別の

性別 5 歳階級別人口変化率を 5 年毎に 2050 年ま

で適用することで，全国各市町村の偏在化・均一

化シナリオを構築した． 
(3) 結果：全国各市町村で偏在化・均一化の人口分布

シナリオを構築した．図 1～3 に新潟県十日町市の

例を示す．偏在化シナリオでは 5,000 人以上のメッ

シュに居住する人口減少や 200 人未満のメッシュ

に居住する人口増加が抑えられている．一方の均

一化シナリオでは，5,000 人以上のメッシュに居住

する人口の減少や 200 人未満のメッシュに居住す

る人口の増加により，限界集落の増加，公共交通

サービスの維持がより困難になると考えられる． 
(4) 意義：これらのシナリオを住民の受けるサービスと

費用，環境から受ける影響と与える負荷等の観点

からの評価することで，地域計画の議論に役立て

ることができる． 
(5) 今後の展開：様々な分野の研究者と連携し，本研

究で得られた地域内人口分布シナリオを多面的に

評価し，望ましい人口分布について議論する．

 
図 1：市町村内人口分布シナリオの例（新潟県十日町市およびその周辺） 
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図 2：人口分布ジニ係数の変化(新潟県十日町市） 図 3：メッシュ人口規模別人口変化(新潟県十日町市) 


